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「主体的に運動に親しみ，自ら考え，
「思考過程を表現する力を育てる指導の工夫」

「特別な支援を要する生徒への対応に

工夫する力を育てる授業づくり」
～ 「 か く 活 動 」 を 通 し て ～

視点をおいた授業展開の工夫」

～ ソ フ ト バ レ ー ボ ー ル に お け る 学 び 合 い を 通 し て ～ ～ 国 語 科 の 授 業 実 践 を 通 し て ～

５年３組 「ソフトバレーボール」 ５年３組 「ならした大きさ（平均）」 ２年３組 「神奈川沖浪裏」

普段の生活の中で運動機会が少なくなって 学習課題に取り組む時，自ら考えたことを整理 学習活動に困難を抱える生徒が，活動に取
いる実態から，意欲的に運動に取り組む児童 し筋道立てて伝えられるのか。自らの思考の過 り組みやすくなるための工夫として，｢わかり
像を目指して，学校体育の中で友達と関わり 程を「かく活動」を通して整理していく，見え やすい学習活動｣を重視した工夫を授業展開に
ながら運動する楽しさや喜びを味わわせ，自 ない思考を見えるようにする指導の工夫に取り 取り入れ，検証授業を行いました。
ら考え，工夫する力を育てる研究を進めてき 組んできました。 成果としては，教科書を揃えることも困難
ました。検証授業では，基本の運動から，話 検証授業では，考えたことをいろいろな表現 だった生徒が，授業の準備をすることが出来
し合い，グループでの練習，ゲーム，まとめ 方法（絵・図等）で表現させ，また，疑問や気づきを るようになったり，ノートを取ることの苦手
という授業展開の中で，子どもたちは意欲的 ノートに書かせることで，自らの思考過程を見 な生徒がノートをまとめるようになったりと，
に活動しました。成果としては，学習過程を ることができ，また，友だちの考えに対し関心 学習活動に取り組む姿勢が見られるようにな
工夫し，友達と楽しさを共有することで運動 をもって聞くことができた。反省として，考え りました。また，全体的に落ち着いた雰囲気
意欲が高まったということと，短い授業計画 を表現させるための教師の発問や図や説明文を の中で，学習できるようになりました。
の中でしたが，子ども達が自分なりに考え， 使いこなす力を判断しながら，どのように個に 今後は教師主導ではなく，生徒の学習意欲
工夫して活動できたことです。また，課題と 応じた「かく活動」をさせるのか。今後，現場 を活かす授業展開の中でのわかりやすい授業
して残った部分は，学校現場にもどり授業の に戻り，子どもたちが自らの考えを表現する力 の工夫・改善に取り組みたいと思います。
中で生かしていきたいと思います。 を高める実践に取り組んでいきたいと思います。

検証授業研究会 研究員の授業後の研究会

期日 ９月３０日（木） 期日 ９月３０日（木）

時間 １ ４ ： ０ ０ ～ １ ５ ： ３ ０ 時間 １ ６ ： ０ ０ ～ １ ７ ： ０ ０

場所 １Ｆ 多目的ホール 場所 １Ｆ 多目的ホール

３人の研究員から，これまで 研究所における研究期間を修

研究してきた内容や成果につ 了するにあたり，修了証書を

いて１人２０分間の報告があ 授与致します。 校長先生・教頭先生にも参加御協力いただきました。
りあます。 研究テーマ等に対しての検証を一つ一つ行います。
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期 日 講 座 名 講 師 参加人数 たくさんの先生方のご参加ありがとうございました。

７月２６日（月） 「社会科授業実践講座」 加藤好一 琉球大学准教授 ２３名 学校の要望に応えられるような講座をこれからも計画

７月３０日（金） 「算数科授業実践講座」 宮里 寧 神原小学校教頭 ９２名 していきたいと考えております。

８月 ２日（月） 「読み聞かせ講座」 佐渡山美智子 フリーランスネットワーク主宰 ９０名

８月 ４日（水） 「音楽科授業実践講座」 鶴渕信子 浦 添 少 年 少 女 合 唱 団 指 揮 者 ４２名

８月 ６日（金） 「感想画指導実践講座」 西村貞雄 沖縄県美術教育推進協議会役員 ８３名

８月 ９日（月） 「国語科授業実践講座」 上運天洋子 沖 縄 女 子 短 期 大 学 教 授 ３９名

８月１１日（水） 「英語科授業実践講座」 比嘉俊博 那 覇 教 育 事 務 所 指 導 主 事 ４０名

８月１３日（金） 「学級経営と特別支援」 大城麻紀子 石嶺小学校教諭 ５２名

８月１６日（月） 「特別活動（学級経営）」 黒木義成 義 務 教 育 課 義 務 教 育 班 長 ５６名

7/26 ・ 7/30 「ホームページ作成講座」 上地弘美 興洋電子インストラクタ ３６名

8/ 2 ・ 8/ 4 「パ ワ ー ポ イ ン ト活用講座」 上地弘美 興洋電子インストラクタ ４２名

8/ 6 ・ 8/ 9 ・ 8/11 「Ｅｘｃｅｌ講座」 上地弘美 興洋電子インストラクタ ５７名
詳しくはホームページをご覧下さい。

8/13 ・ 8/16 「動画編集講座」 上地弘美 興洋電子インストラクタ ２２名
敬称略

「社会科」 「算数科」 「読み聞かせ」 「音楽科」 「感想画」 「国語科」 「英語科」 「特別支援」「特別活動」 「コンピュータ」

加藤好一 宮里 寧 佐渡山美智子 鶴渕信子 西村貞雄 上運天洋子 比嘉俊博 大城麻紀子 黒木義成 上地弘美

小学校 国語

国語Ａの課題と手立て：前年度の課題であった「書くこと」の領域で全国平均を4.4ポイント上回ったが，一方で「読むこと」

は6.6ポイントも差がついた。基礎基本の確かな定着のために各領域を効果的に関連づけ，言語活動

を工夫した授業を心がけたい。

国語Ｂの課題と手立て：平成19年度から徐々に全国との差が縮まってきていたが，今年度は2.9ポイントの差がついた。

Ｂ問題の出題の意図は児童にも教師にも理解されつつあるが，Ａ問題同様，言語活動の工夫と，よ

り計画的な授業作りを実践したい。

小学校 算数

算数Ａの課題：「全体と部分の関係をつかむこと。」
「手立て」：答えを求めることを急がずに問題把握を徹底する。

算数Ｂの課題：「示された数値や条件の理解を徹底する。」

：「説明に必要な条件をもれなく示す。」 「手立て」：説明に必要な事柄の整理と根拠の明確化を図る。

上記の課題を踏まえ，日々の授業改善での視点として「問題把握の徹底」と「表現活動の重視」を挙げることができます。

２つの視点は，「子どもの気づき」をキ－ワードに進めていく必要があります。教師による説明の多い授業から，子どもたち

に問題の条件を一つ一つ気づかせ，その子なりの表現を順序よくさせていくことが，授業改善に必要な取組となります。

中学校 国語

国語Ａの課題と手立て：経年比較から見ると，国語Ａについては，全国との差がなかなか縮まらない状況である。領域別で

は，言語事項に最も課題があり，8.4ポイントも差がある。漢字の書き，主述の関係など，言語事項

に関わる知識と使い方などを，実生活との関わりの中で習得させたい。

国語Ｂの課題と手立て：Ｂ問題では，50％に達しない設問が，10問中3問あった。日々の学習において，記号選択や単語，

文節等で答えられるような問いかけに偏ることなく，思考したことを文や文章で分かりやすく表現

する活動を意識的に組み入れ，継続させたい。

中学校 数学

・数学Ａについては、正答率が全国と10ポイント以上差のある問題が20問あった。特に数量関係が大きく落ち込んでいる。

対応表、グラフ、式を関連づけて指導するとともに、数学用語についても指導を徹底する。

・数学Ｂについては、「説明する問題」での無解答が目立った。自分の考えを文字に表す指導が必要である。

以上ことをふまえて、「ノートの活用」を視点において授業改善を行ったらどうだろう。単に答えをノートの書くだけではな

く、自分の考えをノートにまとめてみる、気づいたことや工夫したこと、他の人の考えとの違いを書いてみる、などノート

を活用することで思考が整理されて、理解が深まり、ひいては「言語活動を充実」することにつながります。

【小学校 国語・算数】 【中学校 国語・数学】

平成２２年 ８月１９日（木） 平成２２年 ８月２０日（金）

パレット市民劇場 真和志庁舎（総合青少年課）




